
 

事例６ ウェスタンデジタルコーポレーションとサンディスクコーポレーションの統合 

 

第１ 本件の概要 

本件は，ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等の製造販売業を営むウェスタンデジタ

ルコーポレーション（本社米国。以下「ウェスタンデジタル」といい，同社を最終親会社

とする企業結合集団を「ウェスタンデジタルグループ」という。）と，メモリーカード等

の製造販売業を営むサンディスクコーポレーション（本社米国。以下「サンディスク」

といい，同社を最終親会社とする企業結合集団を「サンディスクグループ」といい，ウ

ェスタンデジタルグループとサンディスクグループを併せて「当事会社」という。）が，

統合した（以下「本件行為」という。）ものである。 

関係法条は，独占禁止法第１０条及び第１５条である。 

 

（参考）海外競争当局との連絡調整 

        本件については，米国連邦取引委員会等も審査を行っており，当委員会は，米国連

邦取引委員会との間で情報交換を行いつつ審査を進めた。 

 

第２ 一定の取引分野 

１ 商品範囲 

(1) 商品概要 

当事会社は共に，電子データを保存するための装置であるソリッドステートドライ

ブ（以下「ＳＳＤ」という。）のうち，企業向けであるエンタープライズＳＳＤを製造

販売している。ＳＳＤはインターフェース1により，さらに３種類に分類できる。当事

会社間で重複して製造販売している商品は，ＳＳＤのうち，ＳＡＳエンタープライズ

とＰＣＩｅエンタープライズと呼ばれる商品である。 

アＳＳＤ 

ＳＳＤは，電子データを保存するための装置である。これまでデータを保存する

装置，例えば，個人向けのパソコンや企業向け（エンタープライズ）のサーバーやス

トレージとしては，ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）が広く利用されてきた。一方

で，ＳＳＤはＮＡＮＤ型フラッシュメモリというＩＣを内蔵しており，ＨＤＤと比

較して価格は高いものの2，データの保存（書込み）や読込速度が速く，ＨＤＤのよ

うな可動部分がないことから物理的な衝撃に強いといった特徴3を持つ。このような

特徴から，データを保存する装置は，ＨＤＤからＳＳＤに移行しつつある4。 

                            
1 他の機器との接続部のことをいう。 
2 ＨＤＤの一般的な価格は，１ＧＢ当たり０．０４～０．１８米ドルである。これに対して，ＳＳＤの一般的な

価格は，１ＧＢ当たり０．４２～２．４５米ドルである。 
3 他方，データの保存容量の大きさという点では，一般にＨＤＤのほうがＳＳＤよりも優れているが，近年，Ｓ

ＳＤの性能向上により，その差は縮まりつつあるとされている。 
4 この点について，（エンタープライズ）ＳＳＤの需要者は，ＨＤＤはＳＳＤと同様に記録媒体であるが，情報

の読込・書込速度がＳＳＤより遅く，（エンタープライズ）ＳＳＤの機能代替はできないと述べている。 
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ＳＳＤは，データ保存の機能を有する「ＮＡＮＤ型フラッシュメモリ」，ＳＳＤに

おけるデータの読み書きと削除の制御及びエラーの修復の機能を担う「コントロー

ラー」，ＳＳＤと接続先の装置やシステム等とのデータ通信の役割を担う接続部で

ある「インターフェース」で構成されている。ＳＳＤの部品のうち，ＮＡＮＤ型フラ

ッシュメモリーが最も重要な部品であり，ＳＳＤ全体のコストのうち，５割以上を

占めている。ＳＳＤの性能は，主に耐久性5，読込・書込速度6，信頼性7，容量8とい

う４つの要素で評価される。 

上記のように，ＨＤＤとＳＳＤとの間には性能差や価格差等があることから，需

要者は両製品を異なる製品と認識しており，両製品を場面に応じて使い分けている

（需要の代替性は一定程度存在するものの，限定的である。）。また，ＨＤＤとＳＳ

Ｄは物理的な構造が全く異なることから，両製品の製造工程やプロセス，製造設備

やラインは全く異なる（供給の代替性はない。）。 

 

イエンタープライズＳＳＤ 

ＳＳＤは，用途別に，主に個人向けであるクライアントＳＳＤと企業向けである

エンタープライズＳＳＤの２種類に分類できる。 

当事会社がともに製造しているのはエンタープライズＳＳＤであり，主に，企業

のデータセンター等の高負荷環境で用いられる，サーバーやストレージに組み込ま

れている。 

当事会社の顧客（エンタープライズＳＳＤの需要者）は，サーバーやストレージ

を製造する大手のメーカー9である。これらの顧客はエンタープライズＳＳＤを当事

会社らから購入し，自社が販売するサーバーやストレージに組み込んで，銀行等の

一般事業者や官公庁等に販売している。 

一方で，クライアントＳＳＤは，パソコンや携帯型電子機器等用のＳＳＤであり，

一般消費者の用に供する製品に用いられている。 

エンタープライズＳＳＤは，クライアントＳＳＤと比べて高性能であり，読込・

書込速度及び信頼性等の点で優れた性能を有する。 

 

表１：クライアントＳＳＤとエンタープライズＳＳＤとの比較 

 容量 平均価格（１ＧＢ当た

り） 

全世界における売上高 

                            
5 耐久性は，ＳＳＤが信頼性を失う（故障が起きる確率が増加し，自然寿命を迎える。）までに，ＳＳＤにデー

タの書込みを行うことができる合計回数を指す。 
6 読込・書込速度は，データをＳＳＤから読み込む速度及びデータをＳＳＤに書き込む（保存）速度を指す。 

7 信頼性は，データが失われるシステムの故障が起きる確率を指す。 

8 容量は，ドライブ上に保存できるデータの量を指す。 
9 当事会社によると，上位の需要者５社で，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの需要の大部分を占めるとしてい

る。また，この他の需要者として，大規模なクラウドサービスプロバイダー（以下「ＣＳＰ」という。）がある

としている。 
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クライアント 

ＳＳＤ 

３０ＧＢ～２ＴＢ ０．４２米ドル 約６８．８億米ドル 

エンタープラ

イズＳＳＤ 

１ ０ ０ Ｇ Ｂ

～６．４ＴＢ 

１．０５米ドル 約４５．４億米ドル 

 

上記のように，クライアントＳＳＤとエンタープライズＳＳＤとの間には性能差

や価格差等があり，その用途も異なる（需要の代替性はない。）。 

一方で，供給の代替性について，当事会社によると，クライアントＳＳＤとエン

タープライズＳＳＤは，構成部品に共通するものもあり，類似した組立てラインで

生産されるため，一定程度の供給の代替性があると認められる。 

なお，エンタープライズＳＳＤの市場規模は，年々売上高及び販売数量とも増加

しており，ＨＤＤからの切替需要を勘案すると今後もこの傾向は続くとみられる。 

 

ウエンタープライズＳＳＤの異なるインターフェース 

エンタープライズＳＳＤは，インターフェース別に，ＳＡＴＡエンタープライズ，

ＳＡＳエンタープライズ，ＰＣＩｅエンタープライズに区別することができる。 

上記３種類のインターフェースのうち，当事会社がともに製造販売しているのは，

ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ及びＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤである。 

それぞれのインターフェースの特徴は以下のとおりである。 

(ｱ) ＳＡＴＡ 

ＳＡＴＡは３種類のインターフェースの中では最も旧式であり，このインター

フェースを採用したエンタープライズＳＳＤは一般的に他の２つのインターフェ

ースを採用したエンタープライズＳＳＤと比較すると，安価であるもののデータ

へのアクセス速度（データのやり取り速度）が遅く，信頼性が低い（故障の可能性

が高い。）とされている10。そのため，ＳＡＴＡインターフェースを採用するエン

タープライズＳＳＤは，通常，コスト重視のユーザー向けのサーバー等に使用さ

れる。なお，大部分の一般消費者向けのクライアントＳＳＤには，ＳＡＴＡのイ

ンターフェースが用いられている。 

 

(ｲ) ＳＡＳ 

ＳＡＳは上記ＳＡＴＡの後に登場したインターフェースであり，このインター

フェースを採用したエンタープライズＳＳＤは，ＳＡＴＡを採用したエンタープ

ライズＳＳＤと比べるとデータのやり取り速度が高速で，信頼性も高いとされて

いる。そのため，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤは，データの管理等について，高

度な信頼性を求められる企業向けのハイエンドサーバー等に組み込まれている。 

                            
10 需要者によると，データ管理について非常に高い信頼性が求められる顧客（銀行等）に対して納入するサーバ

ー等には，ＳＡＴＡエンタープライズＳＳＤは通常用いないとしている。一方で，ＳＡＴＡエンタープライズＳ

ＳＤの需要がないというわけではなく，安価なサーバー等を求める顧客に対しては，ＳＡＴＡエンタープライズ

ＳＳＤを組み込むことで，価格対応を行うとしている。 

3



 

 

(ｳ) ＰＣＩｅ 

ＰＣＩｅは，元来，ＨＤＤやＳＳＤといった記憶装置専用のインターフェース

としてではなく，様々な種類のハードウェアをシステム等と接続するための多目

的なインターフェースとして開発された11。 

ＰＣＩｅインターフェースの特徴の一つとして，搭載する装置に応じてレーン

（伝送路）の数を変えられるという点があり，一般に，レーン数が多いほど高速

なデータ通信が可能である反面，コストも高くなる。 

ＰＣＩｅインターフェースによって，高速でのデータの保存（書込み）と読込

みが可能となり，一般的に，ＰＣＩｅインターフェースを採用したエンタープラ

イズＳＳＤはＳＡＳインターフェースを採用したエンタープライズＳＳＤと同等

かそれ以上の信頼性があるとされている。 

当事会社からの説明及び需要者からのヒアリング結果から，各インターフェー

スを採用したエンタープライズＳＳＤの特徴をまとめると以下のとおりである。 

 

表２：各インターフェースを採用したエンタープライズＳＳＤの特徴 

 通信速度の 

目安 

各インターフェ

ースを採用した

エンタープライ

ズＳＳＤ間の平

均価格差（ＳＡＴ

Ａの価格を１と

した場合） 

信頼性 用途 

SATA ６Ｇｂｐｓ12 １ 低 ローエンド向け 

SAS １２Ｇｂｐｓ １．８ 高 ミドルからハイエンド向け 

PCIe ４０Ｇｂｐｓ ３ 高 ハイエンド向け 

 

(ｴ) エンタープライズＳＳＤのインターフェース別の全世界における売上高は以下

の表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

                            
11 当事会社によると，2011年に，ＳＳＤ向けに開発された，ＮＶＭｅ（Non-Volatile Memory Express）という

オープンで標準化されたＰＣＩｅインターフェース用の通信インタフェース/プロトコルがリリースされたこと

をきっかけに，近年，エンタープライズＳＳＤメーカーの多くが，ＮＶＭｅプロトコルを採用したＰＣＩｅエン

タープライズＳＳＤを提供するようになったとしている。 
12 Ｇｂｐｓとは，データ転送速度の単位で，１秒間に何十億万ビット（何ギガビット）のデータを送れるかを表

したもの。毎秒１０億ビット（１ギガビット）のデータを伝送できるのが１Ｇｂｐｓ。 
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表３：エンタープライズＳＳＤのインターフェース別の全世界における売上高

（２０１４年） 

 数量ベース 売上高ベース 

Unit (百万) ％ 売上高(米ドル) ％ 

SATAエンタープライズ SSD ６．２ ７９．６ ２２億米ドル ５０．４ 

SASエンタープライズ SSD １．３ １６．７ １３億米ドル ２９．７ 

PCIeエンタープライズSSD ０．２９ ３．７ ８．７億米ドル １９．９ 

                             

なお，現在はＳＡＴＡエンタープライズＳＳＤが数量ベースでも売上高ベース

でも主流であるが，将来的には，ＳＡＴＡエンタープライズＳＳＤに代わって，

ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ及びＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤの採用が見

込まれる等の理由で，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ及びＰＣＩｅエンタープラ

イズＳＳＤの需要が顕著に伸びると予測されている13。 

 

(ｵ) エンタープライズＳＳＤのインターフェース別の平均価格の推移は以下の表の

とおりである。 

 

表４：インターフェース別の１ＧＢあたりの平均価格の推移 

 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

SAS エンター

プライズSSD 

8.00 4.84 30.3 1.80 1.24 0.84 0.54 0.45 0.39 0.31 

PCIe エンター

プライズSSD 

7.44 4.86 4.23 2.92 1.92 1.35 0.89 0.58 0.49 0.38 

SATA エンター

プライズSSD 

3.35 1.67 1.14 0.81 0.66 0.50 0.36 0.28 0.24 0.21 

                  

表４のとおり，異なるインターフェースのＳＳＤ間の価格差は年とともに収斂

してきており，将来的には小さくなっていくとされているものの，現在では，も

っとも安価なＳＡＴＡエンタープライズＳＳＤとＳＡＳエンタープライズＳＳＤ

及びＰＣＩｅエンタープライズとの価格は大きく異なっている。 

 

(ｶ) 需要の代替性について 

エンタープライズＳＳＤの需要者によると，①ＳＡＴＡエンタープライズＳＳ

Ｄは安価であるが信頼性が低い，②ＳＡＳエンタープライズＳＳＤやＰＣＩｅエ

                            
13 需要者によると，ＳＳＤ向けに開発されたＮＶＭｅの開発により，今後はＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤの

需要が急激に伸びていくことが予想されるとしている。 
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ンタープライズＳＳＤはＳＡＴＡエンタープライズＳＳＤに比べて信頼性は高い

が高価である，③ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤはＳＡＳエンタープライズＳ

ＳＤよりもさらに信頼性が高く，ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤはＳＡＳエン

タープライズＳＳＤからシェアを奪い，ハイエンドサーバー等に使用されること

が多いとしている。 

エンタープライズＳＳＤの需要者は，エンタープライズＳＳＤのメーカーから

エンタープライズＳＳＤを購入し，サーバーやストレージに組み込んで，一般企

業（銀行等）や官公庁等に販売している。需要者によると，エンタープライズＳＳ

Ｄの性能14は，どのインターフェースを用いているかに大きく影響を受けるため，

採用に当たってインターフェースの種類は重要であるとしている15。 

エンタープライズＳＳＤの需要者によるとサーバー等を製造するに当たり，エ

ンタープライズＳＳＤのメーカーとも相談しながら，需要者の顧客が求めるサー

バーやストレージのパフォーマンスを満たしつつ，コスト条件に見合うエンター

プライズＳＳＤを決定するとしている。例えば，性能や信頼性をより重視する顧

客に対してはＳＡＳあるいはＰＣＩｅを使用したエンタープライズＳＳＤを採用

することとし，価格をより重視する顧客に対してはＳＡＴＡを使用したエンター

プライズＳＳＤを採用したサーバーやストレージにするとしている16。  

 

(ｷ) 異なるインターフェースの製造ラインについて（供給の代替性について） 

当事会社によると，エンタープライズＳＳＤを構成する部品は基本的に同一の

ものを使用しており，いずれのインターフェースのエンタープライズＳＳＤも同

じ製造設備を用いて製造することが可能であり，ある種類のインターフェースの

エンタープライズＳＳＤを製造しているラインを，別のインターフェースのエン

タープライズＳＳＤの製造ラインに切り替えることは容易であり，大した労力も

コストもかからないとしている。 

その理由として，エンタープライズＳＳＤの製造に当たっては，製造工程のほ

とんどが自動化され，ロボットによって製造されていることから，製造するエン

タープライズＳＳＤのインターフェースの種類に応じた適切な指示をロボットに

入力し，ロボットに適切な部材をセットすれば済むからであるとしている。 

 

                            
14 当事会社によると，顧客によって，エンタープライズＳＳＤに対するニーズは若干異なり，大規模なＣＳＰの

提供事業者は，先に述べたエンタープライズＳＳＤの性能評価基準のうち，容量と価格を重視し，高負荷サーバ

ーを提供する顧客は読込・書込速度と信頼性を重視する傾向にあるとしている。 
15 一方で，エンタープライズＳＳＤの性能は使用するインターフェースの種類だけで決定されるわけではなく，

内蔵されるコントローラーやＮＡＮＤによっても性能が異なってくる。 
16 需要者によると，実際の採用に当たっては，エンタープライズＳＳＤメーカーから提出されたサンプル（エン

タープライズＳＳＤメーカーは自社製品の開発や製造に関するロードマップを作成し，需要者であるサーバーや

ストレージメーカーに新商品を提案してくる。）を使って，自社のサーバーやストレージに試験的に組み込み，

他のデバイスやシステムとの相性や必要となるパフォーマンスを得られるかどうかの確認を行っており，このよ

うな作業はサーバーやストレージの製品化に当たって不可欠であるとしている。 
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(ｸ) 小括 

①需要の代替性 

上記(ｱ)から(ｶ)のように，インターフェースはエンタープライズＳＳＤの性能

差に大きな影響を与えること，それぞれのインターフェースを採用したエンター

プライズＳＳＤは性能・価格・信頼性が異なることから，需要者の選択に当たっ

てインターフェースの種類は重要である。実際，需要者はエンタープライズＳＳ

Ｄの性能を考慮する際，インターフェースの種類を重視している。一方で，需要

者の要求する仕様や価格によっては，異なるインターフェースを採用したエンタ

ープライズＳＳＤであっても，対応できる部分に重なりが生じる場合もあり，需

要の代替性が全くないとまではいえない。 

これらの事情に鑑みれば，各インターフェース間で需要の代替性は全くないと

まではいえないものの，現在はほとんどないと考えられる。 

 

②供給の代替性 

上記(ｷ)のとおり，当事会社は，ある種類のインターフェースのエンタープライ

ズＳＳＤを製造しているラインを，別のインターフェースのエンタープライズＳ

ＳＤの製造ラインに切り替えることは容易であり，エンタープライズＳＳＤの異

なるインターフェース間で一定程度の供給の代替性は認められると主張している。 

 

エＮＡＮＤ 

ＮＡＮＤ型フラッシュメモリ17は，ＳＳＤのほか，タブレット，携帯電話機，ＵＳ

Ｂメモリ，ＳＤカード等の製品に広く使用されている集積回路（ＩＣ）であり，デー

タを保存する機能を有する。ＮＡＮＤは，製品によってコスト，耐久性，パフォーマ

ンス，品質等の要素18や２Ｄ ＮＡＮＤと３Ｄ ＮＡＮＤ19という構造上の違いがある。 

当事会社によると，一般に，消費者向けの製品に使用されるＮＡＮＤは，サイズ

が小さく，消費電力が小さい。一方，企業向けであるエンタープライズＳＳＤに使

用されるＮＡＮＤは，信頼性がより高く，記憶容量が大きい傾向がある。しかしな

がら，両者に明確な区分があるわけではないとしている。 

ＮＡＮＤの全世界における売上高は以下のとおりであり，売上高，販売数量とも

                            
17 フラッシュメモリは，データを記録するための不揮発性メモリである。フラッシュメモリには，ＮＡＮＤ型フ

ラッシュメモリとＮＯＲ型フラッシュメモリの２種類がある。ＮＡＮＤ型はＳＳＤのような大容量のデータ保存

用途に最適であるのに対して，ＮＯＲ型はコードの保存と実行に向いていて，通常小容量のものが用いられる。

ＮＡＮＤ型とＮＯＲ型にはこのような違いがあるため，ＳＳＤには，耐久性，価格，及びデータの書込・削除速

度等において優れるＮＡＮＤ型が専ら用いられている。以下，ＮＡＮＤ型フラッシュメモリをＮＡＮＤという。 
18 ＮＡＮＤにおける情報を蓄積するために必要最低限の回路構成をセルといい，セルに１ｂｉｔの情報を蓄積す

るものをSingle-Level Cell（ＳＬＣ），２ｂｉｔのものをMulti-Level Cell（ＭＬＣ），３ｂｉtのものをTrip

le-Level Cell（ＴＬＣ）という。ＮＡＮＤにはこのような区別があるものの，当事会社によると，需要者はこ

れらの種類の商品を代替的に用いているとしている。 
19 ＮＡＮＤは，1998年頃の発売以来，微細化等を進めることにより，小型化，単位容積当たりの容量の増大及び

低コスト化が図られてきた。しかし，微細化による限界（ムーアの法則の限界）がみえてきたことから，近年，

トランジスタを立体的に積層する構造をした３Ｄ ＮＡＮＤが登場した。３Ｄ ＮＡＮＤは，２Ｄ ＮＡＮＤと比

べて，その構造上，性能，信頼性及び耐久性において優位であるとされている。 
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年々増加している。 

 

表５：ＮＡＮＤの全世界における売上高及び販売数量（自家消費分含む） 

 2012年 2013年 2014年 

売上高（百万米ドル） 24,322 29,745 31,271 

販売数量（百万ＧＢ） 31,769 44,922 64,684 

 

(ｱ) 当事会社のＮＡＮＤの調達先及び販売先（需要先） 

ウェスタンデジタルは，ほとんどエンタープライズＳＳＤを製造する目的だけ

    のためにＮＡＮＤを調達している。 

サンディスクは，自社（別のＮＡＮＤ製造業者との合弁工場）で製造するＮＡ

ＮＤのほとんど全てを自らが製造するＳＳＤやＵＳＢメモリ等に使用（自家消費）

しており，その調達先はほとんど全てがＡ社との合弁工場からである。 

 

(ｲ) ＮＡＮＤ製造に係るサンディスクとＡ社の関係について 

サンディスクとＡ社は，それぞれＡ社が５０．１％，サンディスクが４９．９％

の株式を保有する形で共同出資会社（以下，「本件ＪＶ」という。）を組成してい

る。 

サンディスク及びＡ社は調達したＮＡＮＤをそれぞれ独立して販売（又は自家

消費）している20。 

当事会社によると，上記のようなＮＡＮＤ製造に係るサンディスクとＡ社の関

係については，本件統合後も引き続き継続されるとしている。 

上記のように，Ａ社とサンディスクは共同で販売を行うわけではないこと，商

品は両社で異なり，Ａ社とサンディスクが販売する製品の製造コストは異なるこ

とに鑑みれば，本件統合後，両社が共同で販売を行うとみられる特段の事情はみ

られない。 

このため，下記第３における垂直型企業結合の競争に与える影響の評価に当た

っては，Ａ社の販売は引き続きサンディスクとは独立して行われることを前提に

検討する。 

 

(2) 商品範囲についての検討 

上記(1)から，クライアントＳＳＤとエンタープライズＳＳＤの間には需要の代替性

がなく，インターフェースの異なるエンタープライズＳＳＤの間には，需要の代替性

はほとんどない。一方，当事会社は供給の代替性が存在するとしているが，クライア

ントＳＳＤとエンタープライズＳＳＤの間，及びインターフェースの異なるエンター

                            
20 サンディスクは，ＮＡＮＤの調達を本件ＪＶから行っており，調達したＮＡＮＤのほとんど全てを自家消費し

て，自社で販売する製品（ＳＳＤ，ＵＳＢ，メモリカード等）に使用している一方で，Ａ社は調達したＮＡＮＤ

を自家消費する他，ＮＡＮＤそのものの外販を行っている。 
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プライズＳＳＤの間では製造業者の顔ぶれや各社のシェアはかなり異なっていること

等も踏まえ，一定の取引分野として検討を行うべき市場における商品範囲はエンター

プライズＳＳＤのうち，両当事会社が製造販売している「ＳＡＳエンタープライズＳ

ＳＤ」及び「ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤ」として画定した。 

また，垂直型企業結合に関して，一定の取引分野として検討を行うべき市場におけ

る商品範囲は，川上市場については，「ＮＡＮＤ」を商品範囲として画定し，川下市場

については，ＮＡＮＤが必ずしも特定のインターフェースに係るエンタープライズＳ

ＳＤに組み込まれるわけではないため，「エンタープライズＳＳＤ」全体を商品範囲

として画定した。 

 

２ 地理的範囲 

上記１(2)で画定した「ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ」，「ＰＣＩｅエンタープライ

ズＳＳＤ」及び「ＮＡＮＤ」は全世界で販売されている。また，いずれの商品も軽量で，

輸送費がほとんどかからないため，国内外で価格差がほとんどみられず，需要者は国内

外の供給者を差別することなく取引している。したがって，供給者も需要者の所在する

国を問わず取引していることから，「世界全体」を地理的範囲として画定した。 

 

第３ 本件行為が競争に与える影響 

１ 市場シェア 

上記第２で画定した各商品について，当事会社が提出したデータに基づき算出した市

場シェア及びセーフハーバーの状況は，次のとおりである。 

 

＜水平関係＞ 

(1) ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ 

本件行為により，当事会社のシェアは約７５％（１位），ＨＨＩは約５，７００，

ＨＨＩの増分は約２，６００となることから，水平型企業結合のセーフハーバー基準

に該当しない。 

 

【平成２６年におけるＳＡＳエンタープライズＳＳＤの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

  １ ウェスタンデジタル 約４５％ 

  ２ サンディスク 約３０％ 

  ３ Ａ社 約１０％ 

  ４ Ｂ社 約１０％ 

  ５ Ｃ社 ０－５％ 

  ６ Ｄ社 ０－５％ 

合計 １００％ 
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(2) ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤ 

本件行為により，当事会社のシェアは約４０％（１位），ＨＨＩは約２，３００，Ｈ

ＨＩの増分は約７０となることから，水平型企業結合のセーフハーバー基準に該当す

る。 

 

【平成２６年におけるＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

  １ サンディスク 約３５％ 

  ２ Ｄ社 約２０％ 

  ３ Ｅ社 約２０％ 

  ４ Ｆ社 約５％ 

  ５ Ｃ社 ０－５％ 

  ６ Ｂ社 ０－５％ 

  ７ Ａ社 ０－５％ 

  ８ ウェスタンデジタル ０－５％ 

 その他 約１０％ 

合計 １００％ 

 

＜垂直関係＞ 

(3) 川上市場：ＮＡＮＤ 

サンディスクのＮＡＮＤ市場におけるシェアは約２０％（３位），ＨＨＩは最大

約２，０００であることから，垂直型企業結合のセーフハーバー基準に該当する。 

 

【平成２６年におけるＮＡＮＤ（自家消費分含む）の市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

  １ Ｂ社 約３０％ 

  ２ Ａ社 約２５％ 

  ３ サンディスク 約２０％ 

  ４ Ｃ社 約１５％ 

  ５ Ｇ社 約１０％ 

  ６ Ｆ社 ０－５％ 

 その他 ０－５％ 

合計 １００％ 

 

(4) 川下市場：エンタープライズＳＳＤ 

本件行為により，エンタープライズＳＳＤ市場における当事会社のシェアは

約３０％（１位），ＨＨＩは最大２，０００となることから，垂直型企業結合のセーフ

ハーバー基準に該当しない。 
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【平成２６年におけるエンタープライズＳＳＤの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

１ Ｆ社 約２５％ 

２ サンディスク 約１５％ 

３ Ｂ社 約１０％ 

４ ウェスタンデジタル 約１０％ 

５ Ｃ社 約５％ 

６ Ｄ社 ０－５％ 

７ Ａ社 ０－５％ 

８ Ｅ社 ０－５％ 

 その他 約１５％ 

合計 １００％ 

 

２ 判断要素の検討 

(1) 水平型企業結合（ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ） 

ア当事会社グループの地位及び競争者の状況 

有力な競争事業者として，シェア１０％を超えるＡ社（シェア約１０％，第３位），

Ｂ社（シェア約１０％，第４位）が存在する。また，その他にＣ社（シェア０－５％，

第５位），Ｄ社（シェア０－５％，第６位）等の競争事業者が複数存在する。 

なお，Ａ社はここ数年でシェアを増加させており，同社はＮＡＮＤを自製（ＮＡＮ

Ｄの市場シェア約２５％：第２位）している有利性に鑑みれば，今後もシェアを大き

く伸ばしていくことが見込まれている。このように，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ

市場は，各事業者の市場シェアが変動しやすい状況にあると認められる。 

    また，Ａ社のほかにＮＡＮＤを自製している事業者として，Ｂ社（ＮＡＮＤの市場

シェア約３０％：第１位）及びＣ社（ＮＡＮＤの市場シェア約１５％：第４位）がい

る。これらの競争事業者は，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤを製造するに当たりＮＡ

ＮＤの調達価格を低く抑えることができる，また，自社が製造するＮＡＮＤの性能を

上げることでより高性能なＳＡＳエンタープライズＳＳＤを製造できるといった理

由から，本件統合後，ＮＡＮＤを自社で調達することが可能となる当事会社に対抗す

る能力は十分にあると考えられる。 

    さらに，ＮＡＮＤが使用されているのはエンタープライズＳＳＤだけではなく，当

事会社によると，ＮＡＮＤの総需要のうち，エンタープライズＳＳＤに使用されてい

る割合は１０％程度であるとしており，本件統合後，仮に当事会社がＳＡＳエンター

プライズＳＳＤの価格を上昇させた場合，ＮＡＮＤを自製しているＢ社及びＣ社は，

エンタープライズＳＳＤ以外に使用しているＮＡＮＤをＳＡＳエンタープライズＳ

ＳＤにまわすことにより，安価なＳＡＳエンタープライズＳＳＤを製造するインセ

ンティブが出てくる。このような事情が当事会社がＳＡＳエンタープライズＳＳＤ
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の価格引上げに関する牽制力になり得る21。 

 

イ需要者からの競争圧力 

ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの需要者は，サーバーやストレージ等を製造する

大手のメーカーや大規模なＣＳＰであり，上位５社の需要者で，ＳＡＳエンタープ

ライズＳＳＤの需要の大部分を占めている。 

これらの需要者は，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの調達を行うに当たり，自ら

が求める仕様・性能を満たす製品を製造しているＳＡＳエンタープライズＳＳＤの

メーカーに対して，見積依頼を行い，見積結果（価格）と技術提案の内容の両面から

検討し，まず供給する候補者となるメーカーを複数選定する（第一段階）。その後，

需要者は供給資格を得た各メーカーから提示された価格に基づいて，通常四半期ご

とに供給量を割り振る（第二段階）。そして，需要者は見積りを経た第一段階で複数

のメーカーに供給資格を与えた後，特段の追加コストを必要とせずに，少なくとも

四半期ごとに当該メーカー間で，実際に供給するメーカーを切り替えることができ

るとしている。 

この点について，需要者ＨはＳＡＳエンタープライズの供給先をＡ社とウェスタ

ンデジタルの２社からの複数購買としているところ，通常四半期ごとに１回開催す

るメーカーとの価格交渉の機会をとらまえて，これらの事業者間で調達割合の変更

を行っていると述べており，供給するメーカーや割り振る供給量を変更することは

容易であるとしている。 

また，エンタープライズＳＳＤのコストの大半を占めるＮＡＮＤの価格について

はその価格動向が公にされており22，需要者からすれば，エンタープライズＳＳＤの

価格（コスト）をある程度把握できる状況にある23。 

さらに，エンタープライズＳＳＤの需要者の多くは併せてＨＤＤを購入している

ところ，仮に当事会社がＳＡＳエンタープライズＳＳＤの価格を引き上げるような

ことを行えば，当事会社（ウェスタンデジタル）からＨＤＤを購入している需要者

はＨＤＤを当事会社から購入しないという対抗手段をとることができることから，

当該事情は，当事会社がＳＡＳエンタープライズＳＳＤの値上げを牽制する力にな

り得る。 

なお，エンタープライズＳＳＤの需要者のうち，一部の需要者はエンタープライ

ズＳＳＤを内製することが可能であり，このような需要者においては，仮に本件取

引後に当事会社がエンタープライズＳＳＤの価格を引き上げたとしても，エンター

                            
21 当事会社によると，エンタープライズＳＳＤの製造に当たっては，そのほとんどが，製造受託業者により製造

されているとしており，当該製造受託業者の正確な供給余力については不明であるとしているものの，数多くの

製造受託業者がいること，製造受託業者は幅広い範囲の電子機器を製造しており，エンタープライズＳＳＤの需

要が高まれば，フレキシブルにその需要に対応できるとしており，一定程度の供給余力があることが推測され

る。 
22 当事会社によると，調査会社が収集した市場情報及び情報源により，最新のＮＡＮＤの価格報告及び顧客に関

する情報が提供されているとしている。 
23 この点については，需要者も同趣旨のことを述べている。 
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プライズＳＳＤの外部からの調達量を減らし，エンタープライズＳＳＤの内製比率

を高めることで，対抗することが可能である。 

このように，需要者からの競争圧力は十分に働いているといえる。 

 

ウ参入圧力 

ＳＡＳエンタープライズＳＳＤに係る特許は当事会社及び競合他社とも保有して

いるものの，本件行為により当事会社が保有する特許が参入障壁となるような事実

関係は認められない。 

また，近年，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ市場に参入したメーカーとして，Ｂ

社（平成２４年に参入），Ｄ社（平成２６年に参入）があり，平成２６年のシェアは

売上高ベースで，Ｂ社が約１０％，Ｄ社が０－５％を占めている。このように，近

年，複数の事業者が参入していること等から，一定程度の参入圧力が認められる。 

 

エ隣接市場からの競争圧力 

ＳＡＳエンタープライズＳＳＤと比較して，一般にＰＣＩｅエンタープライズＳ

ＳＤは通信速度が速く，より高性能向けであり，高価格である。一方，ＳＳＤ向けに

開発されたＮＶＭｅ24の開発により，今後，ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤの需要

は急激に伸びていくことが見込まれ，両者の用途や機能には，現段階では差がある

ものの，この差は収斂していくと考えられる。 

よって，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの価格の上昇は，当事会社の市場シェア

が低い類似の機能を持つＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤとの差異を縮小させるこ

とを意味し，ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤへの移行を進めることになることか

ら，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤと比して市場規模は現時点では小さいものの，

ＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤは，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの隣接市場と

して有力な競争圧力と認められる。 

 

オ技術革新の動向 

当事会社によると，エンタープライズＳＳＤの商品サイクルは約１５か月と比較

的短く（商品陳腐化のサイクルが短い。）25，今後，エンタープライズＳＳＤの需要

は年々伸びていくこととあいまって，新製品には新たな技術（例えば，ＰＣＩｅイ

ンターフェースにおけるＮＶＭｅや３Ｄ ＮＡＮＤ）が導入され，性能の向上や価格

低減の競争が事業者間で常に行われているとしている。 

また，需要者によると，調達過程においてエンタープライズＳＳＤのメーカーか

ら示された技術・新規提案も考慮される。すなわち，サンプルテスト等により，エン

タープライズＳＳＤの性能等を競わせた上で，調達先を選定するとしており，需要

                            
24 脚注１１参照 
25 この点について，需要者Ｈは，エンタープライズＳＳＤの各メーカーは既存製品の発売から１年程度経過する

と当該製品をＥＯＬ（End Of Life：生産終了）にして，次世代製品に切り替えるとしている。 
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者はエンタープライズＳＳＤメーカーに対し高い性能等を求める慣行がある。 

よって，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ市場は性能・品質競争が活発に行われて

おり，技術革新が頻繁に行われている市場であると認められる。 

 

カ小括 

①単独行動による競争の実質的制限 

本件統合後，当事会社はＳＡＳエンタープライズＳＳＤ市場において約７５％の

シェアを有することとなる。 

しかし，有力な競争事業者としてＡ社及びＢ社が存在すること，ＳＡＳエンター

プライズＳＳＤの需要者は，いずれも非常に有力な事業者であり，これらの需要者

は同商品を調達する当たり，複数購買の方法で，定期的に見積りを行って調達先を

見直していることから，需要者からの値下げ圧力や調達先の切替圧力は非常に強い

こと，さらに，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤの隣接市場として今後需要が大きく

伸びていくことが予想されているＰＣＩｅエンタープライズＳＳＤが有力な競争圧

力になり得ること，近年，複数の事業者がＳＡＳエンタープライズＳＳＤの市場に

参入していることにも鑑みれば，当事会社が単独で価格等をある程度自由に左右す

ることができる状態が現出するおそれはない。 

よって，本件統合は，当事会社の単独行動により，ＳＡＳエンタープライズＳＳ

Ｄ市場における競争を実質的に制限することとはならないと認められる。 

 

②協調的行動による競争の実質的制限 

上記①でも述べたように，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ市場においては，需要

者は，複数購買を行っており，需要者からの値下げ圧力や調達先の切替圧力が非常

に強いこと，近年，複数の事業者がＳＡＳエンタープライズＳＳＤの市場に参入し

ていること，さらに，技術革新が頻繁に行われ，各事業者の市場シェアが変動しや

すい状況であることから，各事業者が互いの行動を予測することが困難であるとい

った事情がみられる。これらの事情が事業者間の協調的行動に対する有効な牽制力

になると考えられ，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤのメーカー間で，協調的行動が

採られる可能性は低いと考えられる。 

よって，当事会社が競争事業者と協調的行動をとることにより，価格等をある程

度自由に左右することができる状態が現出するおそれはなく，本件統合は，当事会

社と他の競争事業者の協調的行動により，ＳＡＳエンタープライズＳＳＤ市場にお

ける競争を実質的に制限することとはならないと認められる。 

 

(2) 垂直型企業結合（ＮＡＮＤ） 

アサンディスクが当事会社以外の競争事業者に対して行うＮＡＮＤの供給拒否等（以

下「投入物閉鎖」という。）に関する検討 

投入物閉鎖に関しては，ＮＡＮＤの供給市場（川上市場）で垂直型セーフハーバ
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ー基準に該当することから，詳細な検討は行わない。 

なお，サンディスクはＡ社との合弁によって製造したＮＡＮＤのほとんど全てを

自らが製造するＳＳＤやＵＳＢメモリ等で自家消費しており，この点からいっても，

投入物閉鎖の問題が生じるとは考えられない。 

 

イ当事会社によるサンディスク以外の競争事業者からのＮＡＮＤの購入拒否等（顧客

閉鎖）に関する検討 

当事会社によると，ウェスタンデジタルは，現在，エンタープライズＳＳＤを製

造するだけの目的でＮＡＮＤを調達している。また，ＮＡＮＤはエンタープライズ

ＳＳＤ以外（クライアントＳＳＤ，タブレット，携帯電話機，ＵＳＢメモリ等）にも

広く使用されている。さらに全てのＮＡＮＤの供給者によるＮＡＮＤの供給量（自

家消費分を加えた総供給量）に占める当事会社のＮＡＮＤ調達量（購入量）のシェ

アは合計で約２０％（ウェスタンデジタル０－５％，サンディスクが約１５％）で

あるとしている。仮に本件統合後，当事会社（ウェスタンデジタル）がサンディスク

からのみＮＡＮＤを購入することとした場合，サンディスクの競争事業者はウェス

タンデジタルとの取引を失うとしても，当該市場シェアに鑑みれば，直ちに市場か

ら排除されるわけではないといえる。 

よって，本件統合により，市場の閉鎖性・排他性の問題が生じるとは考えられな

い。 

 

第４ 結論 

本件行為により，一定の取引分野における競争を実質的に制限することとはならない

と判断した。 
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